
令和３年度 第１回小田原市総合教育会議 

日時：令和３年７月 19日（月） 

                        午後１時 15分から午後３時 30分まで 

                     場所：小田原市役所 全員協議会室 

次  第 

１ あいさつ（13：15～） 

 

 

２ 議 題 

（１）第６次小田原市総合計画の策定について（13：20～13：40） 

   【資料１】 

   

 

（２）小田原市教育大綱の改定について（13：40～15：20） 

 

 

ア 改定の概要について 

   【資料２】 

 

 

  イ 改定の内容について 

   【資料３・４】 

     

 

３ その他（15：20～15：30） 

 



小田原市総合教育会議名簿 

（敬称略）  

氏  名 所 属 等 

守屋 輝彦 小田原市長 

下 正祐 小田原市教育長 

吉田 眞理 教育長職務代理者 

森本 浩司 教育委員 

益田 麻衣子 教育委員 

井上 孝男 教育委員 

  

 

 

 

 



３階　全員協議会室

 
 

令和３年度　第１回小田原市総合教育会議　席次

守屋市長

吉田委員

益田委員

飯田 下澤

子ども青少年部副部長 子ども青少年部長

青少年課長

吉野 杉崎

石井

鈴木 北村

企画政策課長

受　付

澤地 高田

府川

中津川

傍　聴　席

文化部長 理事・教育部長 教育部副部長 教育総務課長

教育総務課副課長生涯学習課長

中井 菊地 諏訪部 鈴木湯浅

浅野 西村

文化政策課長

スポーツ課長 教育指導課長

大須賀

学校安全課長

文化財課長 教育総務課副課長

学校安全課副課長

常盤

佐次内田 濱野

教育相談担当課長

学校安全課副課長

教職員担当課長

栁下
教育長

森本委員

井上委員

【書記】
菊川
主査

教育指導課副課長

学校施設担当課長

教育総務課副課長

志村

教育指導課副課長

図書館長

武井



 

1 

第６次小田原市総合計画の策定について 

 

１ 計画策定の趣旨 

  本市の市政運営は、新型コロナウイルス感染症対策を最優先課題としながら、これまでの市民

力や地域力を生かしつつ「世界が憧れるまち“小田原”」を実現していくことを基本に進めてきた。  

これを明確に位置付けるため、平成 23 年度（2011 年度）に開始した第５次小田原市総合計画

「おだわらＴＲＹプラン」の計画期間を１年前倒し、令和３年(2021年)３月に策定した 2030ロー

ドマップを基礎としつつ、ここで描いていない分野を含む市政運営全体のビジョンとして、令和

４年度当初にスタートする第６次小田原市総合計画を策定する。 

 

２ 計画のねらい 

第６次小田原市総合計画では、本市の将来像を「世界が憧れるまち“小田原”」と掲げ、その実

現に向け、「豊かな環境の継承」という暮らしの土台に、「生活の質の向上」と「地域経済の好循

環」の両輪を回していくことを基本とし、国内外から小田原に人や民間企業を呼び込み、結果と

して人口 20万人規模の都市を目指していく。 

  ここでは、公民連携とデジタル技術の活用を、市政運営を力強く加速させていく推進エンジン

として、未来志向の課題解決の取組を積極的に展開していく。 

 

３ 計画の概要 

これまで、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の３層としてきた本市総合計画の体系を、「基

本構想」と「実行計画」の２層構造とし、基本構想により多様な主体が目標地点を共有しながら、

基本計画と実施計画の要素を併せ持つ実行計画により、事業展開をより迅速に、かつ公民の枠組

みを越えて機動的に地域の課題解決に取り組む。 

 

【第５次小田原市総合計画】  【第６次小田原市総合計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

① 基本構想：2030ロードマップに掲げる基本的な考え方をもとに、計画期間を９年（令和４～

12年度）とする基本構想を新たに策定する。基本構想では、将来都市像「世界が

憧れるまち“小田原”」のほか、「生活の質の向上」、「地域経済の好循環」、「豊か

な環境の継承」の３つの柱を掲げ、まちづくりの指針とすることを想定してい

る。 

 

基本構想

基本計画

実施計画

…12年 

…前期６年、後期６年 

…3年×4期 

基本構想

実行計画

…９年 

…3年×３期 

重点施策 重点施策 

資料 1 
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② 実行計画：実行計画の計画期間を３年間とし、現行の総合計画において、施策体系を示す「基

本計画」と事業体系を示す「実施計画」の要素を併せ持った計画として策定する。

この計画体系と連動して、全庁的な組織・機構及び、計画・予算・評価事業のあり

方について検討する。 

③ 重点施策：本市のまち・ひと・しごと創生総合戦略や SDGs 未来都市計画との整合を図りなが

ら、実行計画に重点施策を位置付ける。2030 ロードマップに掲げる先導的な取組

（医療・福祉、教育、企業誘致、環境・エネルギー、公民連携、デジタルまちづく

り）等をもとに、「世界が憧れるまち“小田原”」の実現に向け、重点化が必要とな

る施策を取りまとめる。 

 

４ 市民参画 

暮らしや経済の現場で実感されている市民や事業者等の意見や願いをしっかりと把握・集約し、

計画に反映していくために、アンケート調査による意向把握、政策分野ごとの既存の審議会や会

議体等を活用した対話の場、パブリックコメント等の意見募集を実施する。 

なお、対話の場では、令和３年（2021年）７月下旬までは 2030ロードマップを、令和３年（2021

年）８月～10月は新総合計画行政案を題材に意見交換を行う。頂いた意見は、所管部局の施策展

開や、新総合計画への反映を行う。 

 

５ 総合計画審議会 

学識経験者や各種団体の構成員、公募市民からなる総合計画審議会（20人以内）を設置し、令

和３年（2021年）８月から 12月にかけて 10回程度の会議を開催する。基本構想及び実行計画に

対し、大所高所からの意見を求め、令和３年（2021 年）10 月上旬の基本構想に係る第一次答申、

令和３年（2021年）12月下旬の実行計画に係る第二次答申を得る。 

 

６ 策定の流れ 

R3.6 7 8 9 10 11 12 R4.1 2 3 4 

 

 

  

      

 

 

第６次総合計画 
スタート 

 

 

①   ②  ③     ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨      ⑩ 

 諮問 

● 
12月定例会 

（議案：基本構想） 
 

 

● 
議員説明会 
（実行計画） 

 

総合計画審議会 

一次答申 
（基本構想） 

二次答申 
（実行計画） 

● 
基本構想案 

 

● 
実行計画案 

● 
行政案 

 

 

庁議 

進捗状況に応じ、総務常任委員会又
は議員説明会で報告 

パブリックコメント 

 
対話の場 

アンケート調査 

● 
総務常任 

委員会（報告） 
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小田原市教育大綱の改定について 

 

１ 趣 旨 

 平成 27年度「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正を受け、平成 28年

３月に策定した「小田原市教育大綱」について、令和４年度末に対象期間の満了を迎え

るに伴い、同じく令和４年度末に対象期間の満了を迎える学校教育振興基本計画の改定

に先駆け令和３年度中に改定版の素案策定を行う。 

 

２ 教育大綱の概要 

（１）教育大綱及び教育振興基本計画の法律上の位置づけ 

 教育大綱 教育振興基本計画 

根拠法令 
地方教育行政の組織及び運営に関

する法律  
教育基本法 

策定主体 
地方公共団体の長 

※総合教育会議の中で協議 
地方公共団体 

策定方法 

国の「教育振興基本計画」の基本的

な方針を参酌し、その地域の実情に

応じ策定 

国の「教育振興基本計画」全体（基

本的な方針及び講ずべき施策その

他必要な事項）を参酌し、その地域

の実情に応じ策定 

範囲等 

地方公共団体の教育、学術及び文化

の振興に関する総合的な施策の  

大綱   ※必須 

地方公共団体における教育の振興

のための施策に関する基本的な  

計画  ※努力義務 

 

（２）教育大綱と学校教育振興基本計画の位置づけ 

 見直しに当たり、教育に関する施策を総合的に推進していくため、令和３年度に現在

の教育大綱の素案をまとめ、令和４年度末を目途に、教育大綱及び学校教育振興基本計

画を策定することとする。 

 現計画期間 次期計画 

教育大綱 
４年 

→７年 

平成 28年度～平成 31年度 

（～令和４年度まで延長） ・令和４年度末までに策定 

・一体化 学校教育振興 

基本計画 
５年 平成 30年度～令和４年度 

資料２ 
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（３）対象期間 

 教育大綱の対象期間は、法律では定められていないが、地方公共団体の長の任期が４

年であることや、国の教育振興基本計画の対象期間が５年であることに鑑み、４年から

５年程度を想定している。 

本市では、これまで教育大綱の対象期間を４年としていたが、今後学校教育振興基本

計画と一体化を図っていくため、学校教育振興基本計画に合わせて対象期間を５年とし

て策定する。 

【対象期間】令和５年度（2023年）～令和９年度（2027年） 

 

３ 改定の方向性 

現行の教育大綱の考え方をベースとした上で、昨今の教育行政を取り巻く動向につい

ても協議するとともに、今年度新たに策定する第６次総合計画との整合性を図りつつ、

新たな時代に対応するため、教育大綱を見直すことを基本に検討を行う。 

 

 

４ 計画体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６次小田原市総合計画 

（令和４年～令和 12 年） 

小田原市教育大綱 

（令和５年～令和９年） 

おだわらっ子の約束 

（平成 19 年 1 月策定） 

小田原市学校教育振興基本計画 

（令和５年～令和９年） 

整合 

整
合 

整
合 

整
合 

国 

教育振興基本計画 

県 

かながわ教育ビジョン 

参
酌 

参
酌 
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５ スケジュール 

時  期 内  容 

令

和

３

年

度 

令和３年７月 

第１回総合教育会議 

（１）新総合計画について 

（２）小田原市教育大綱の改定について 

   ・大綱改正に関する意見交換 

11月 

第２回総合教育会議 

（１）小田原市教育大綱（素案）について 

   ・素案に対する意見交換 

令和４年１月 

第３回総合教育会議 

（１）小田原市教育大綱（素案）について 

令

和

４

年

度 

８月 市民との意見交換会 

９月中旬 

～10月中旬 

意見募集（パブリックコメント） 

・小田原市教育大綱について 

12月 
教育大綱策定 

教育委員会定例会報告 

令和５年１月 厚生文教常任委員会報告 

 

 

教

育

振

興

基

本

計

画

策

定 
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１ 基本目標 

 

 

 
 

 ・教育施策の目標は、ひとそれぞれの命を尊重した上で、持って生まれた資質を最大限に伸ばすことにあ

ります。教育を通じ、市民一人ひとりが喜びを持って生き、それぞれが輝けるための指導や支援を行い

ます。 

 ・家庭教育は育ちの基本です。しっかりとした社会生活を送れるよう、規範意識を育てるとともに、生活

習慣・礼儀作法をはじめとする生活力を身に付ける家庭教育を大切にします。 

 ・義務教育だけでなく、生涯教育を通じて、変化の激しい社会を乗り越える「生き抜く力」と、次の社会

を支え、新しい社会を創り出す力を持ったひとを育てます。 

 ・それぞれの成長発達の段階に合わせ、家庭・地域・学校・行政がそれぞれ何をすべきか、何が実現でき

るのか、時宜を得た対応ができるよう、今後も継続的に検討し、教育施策として反映させていきます。 

 

 

 

 

 
 

 ・教育を取り巻く諸課題は、現代社会を映す鏡であり、学校教育だけで解決できるものではありません。

教育に関わるひとたちだけでなく、様々なひとが、子どもの育ち、学びの場のあり方、求める人間像、

教育を支える社会のあり方などについて、多様な視点から総ぐるみで議論し、小田原の教育について考

え、実現させていきます。 

 ・すべての市民、すべての児童生徒が楽しく生き生きと学べる学習環境の実現に向け、市民が総ぐるみで

取り組んでいける地域の姿を確立していきます。 

 

 

 

 
 
 

 ・ひとそれぞれがもつ個性や多様性を認め、それを伸ばし、活かしていくことで、ひとやまちの可能性を

広げます。 

 ・障害のある者とない者が可能な限り共に学ぶ仕組み（インクルーシブ教育）の実現を目指し、児童生徒

それぞれの教育的ニーズに対し、自立と社会参加を見据えながら、最適な指導を行うための多様で柔軟

な仕組みづくりを進めます。 

 ・豊饒の森、豊饒の海を持つ小田原という土地に、しっかりと根を張る教育を行うことで、たくましい心

と体、郷土を愛し大切にする心を育みます。 

一人ひとりの命を尊重し、豊かに伸ばすひとづくり  

それぞれが持って生まれた命を尊重し、その資質を伸ばし、輝かしく花開き、実を付けるための 

ひとづくりを目指します   

 

デジタル技術の活用 

公民連携 

公民連携 

地域ぐるみで取り組む教育環境づくり 

教育は未来を拓きます。豊かで輝かしい未来をつくるため、多くの市民が社会の構成員として責任を 

持って教育に関わることができる環境をつくります 

 

多様性を認め、活かしていく教育のまちづくり 

ひとや地域が持つ多様性を認め、伸ばし、活かしていくことが大切です。豊かな歴史・文化・自然に 

恵まれた小田原の資源を教育に活かし、小田原の地ならではの教育スタイルを確立します 

 

公民連携 

資料３ 
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 ・小田原には、それぞれの地域に歴史・伝統・文化があり、街並み、産業構造、住民の気質も少しずつ異

なります。こうした地域の差を「多様性」として捉え直し、それぞれの学校・地域同士が交流し、互い

を学ぶことにより、小田原ならではの多様な育ちの場として教育に活かしていきます。 

 ・二宮尊徳など地域の偉人から学ぶなど、小田原の地域性や歴史を活かした教育を行います 

 

２ 重点方針 

 

 

 

・知識や技能の習得に止まらず、対話的な学びや主体的な学びを重視し、体験学習や教員の一方的な講義

形式の授業とは異なり、児童生徒の能動的な参加を取り入れた授業（アクティブラーニング）等を通じ

て、自然環境、実社会や実生活、地域と関わる学習を取り入れ、子どもたちの学習意欲を引き出します。 

・情報化やグローバル化が急速に進む社会に対応できるひとを育てるため、地域社会と連携しながら、子

どもたちの学びを育み、社会参画への意識を高めます。 

 

 

 

 

・芸術文化に関するアウトリーチやワークショップ等での感動体験を通じて、創造力や表現力、豊かな感

性やコミュニケーション能力を養うとともに、新たな文化の担い手を育てます。 

・多様性を主体的に受け止め、異なる考えや価値観を尊重することができる心を養うなど、多文化共生社

会やグローバル化に対応できるひとを育てます。 

 

 

 

 
 

・子どもから高齢者まで、スポーツに親しむことで、体力や運動能力の向上を目指すとともに、活力ある

地域社会をつくります。 

・豊かな自然を活かした野外学習等を通じて、勘（感）を養うとともに、体力の向上を図ります。 

・食は、健康で豊かな生活を送るための基本であることから、種まきから収穫までの体験も踏まえた食育

等を通じ、社会を生き抜く体づくりに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

質の高い教育 

質の高い教育 

質の高い教育 【健やかな体】 

様々なスポーツ活動や食育を通じて、社会を生き抜く体づくりを行うとともに、スポーツマンシップ

やフェアプレイの精神を学び、相手を尊重する心を養います 

 

【学ぶ力】 

身に付けた知識や技能を使い、対話や体験を取り入れた学習を推進することで、学ぶ力を育みます 

 

【豊かな心】 

文化や芸術に触れ、本物に出会い、体験することで、多様な価値を認め、共感できる心を育てます 

 

国際化・グローバル化 

国際化・グローバル化 
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・地域や様々な市民の協力を得て、交流や体験活動など、健やかでのびやかな根をしっかり張れるような

教育環境づくりを進めます。 

・放課後子ども教室や地域活動等への参加を促し、体験プログラムや交流プログラム、地域づくり体験や

職業体験等を通じ、子どもの育ちにつながる能動的な力や生活力を育みます。 

 

 

 

 

 

・家庭における教育は、すべての教育の基礎となる生活習慣や食習慣、規範意識、基礎体力等の育成につ

ながるものであることから、その力を高めることが求められています。 

・家庭教育の重要性を見直し、「おだわらっ子の約束」の普及啓発をさらに進めるとともに、核家族化等に

より孤立しがちな子育て環境に広がりを持つことができるよう、地域等と連携しながら、家庭教育への

支援を行います。 

 

 

 
 

 

・就学前教育は、学習や労働への意欲の向上、努力や忍耐力の育成等に有効とされています。子どもたち

の貧困化率が高まる中、就学前教育の重要性を踏まえ、遊びや運動、スポーツ等を通じて子どもたちの

基礎体力の向上に取り組むとともに、家庭と協力し、基本的な生活習慣や食習慣、自己尊重感を育みま

す。 

・就学前における就学相談や就学支援を図るなど、就学前から、すべての家庭が安心して子育てできる環

境を整備します。 

 

 

 

 

 

・本市の目指す「未来を拓くたくましい子ども」の実現を図るため、学校教育において、生きる土台とし

ての「確かな学力」、様々なひととの関わりや体験活動などを通して得られる「豊かな心」、生涯を通し

て運動やスポーツに親しむことができる「健やかな体」の育成に努めます。 

【学校教育】 

変化の激しい社会を乗り越える「生き抜く力」を身に付けた「未来を拓くたくましい子ども」を、 

目指す子どもの姿として、本市の学校教育を推進します 

 

【生活力】 

子どもの育ちを社会の中で支え、地域のひとびととの様々な交流や体験を通じて、子どもたちの生活

力を育みます 

 

【家庭教育】 

家庭教育は、教育の土台となる生活力を養います。地域と連携しながら家庭教育への支援を行います 

 

質の高い教育 

質の高い教育 

家庭教育支援 

家庭教育支援 

家庭教育支援 

幼児教育・保育の質の向上 【就学前教育】 

子どもたちの自己肯定感を育み、社会性の基礎の習得及び基礎体力の向上を図るなど、就学前教育の

充実に努めます。 

 



 

4 

・連携教育の成果や課題を踏まえ、地域一体教育、幼保・小・中一体教育のさらなる充実に向けた調査研

究を行うとともに、質の高い教育活動を行うため、教職員への研修等の充実を図り、授業力や教師力の

向上を目指します。 

 

 

 
 
 

・学校運営協議会等を通じて、家庭・地域・学校が対等な関係で連携・協働して、防犯や防災、いじめ防

止、地域の諸課題を共有し、解決していくことにより、学校と地域がともに活気を帯び、豊かになるよ

うな学校運営を進めます。 

・学校を地域コミュニティの拠点として位置付け、地域の様々な活動が統合される場、世代を超え、ひと

とひとを繋ぐ場となるような仕組みづくりに取り組んでいきます。 

・災害に強いまちをつくるため、学校においても、自らの命を守るとともに、地域のために自分たちがで

きることを考え、行動できる防災教育を推進します。 

 

 

 

・学校施設は、児童生徒が安全で快適に学習し、生活する場としての機能が求められることはもとより、

災害時の広域避難所や今後の地域コミュニティの拠点としても活用されるものであることから、必要な

改修等を計画的に推進するとともに、良好な教育環境の創出についても取り組んでいきます。 

【コミュニティ・スクール】 

家庭・地域・学校が対等な立場で知恵を出し合い、諸課題を解決していくことで、地域とともにある 

学校づくりを進めます 

 

 

質の高い教育 

質の高い教育 【教育施設環境】 

誰もが安心して学べる豊かな教育施設環境の整備を進めます 

 

家庭教育支援 



教育大綱 学校教育振興基本計画 第5次総合計画 （おだわらTRYプラン）

重点テーマと取組の方向性（1～9） （３＋１）

基本目標 施策の展開 3 地域コミュニティモデルの進化

○ 目指すべき地域コミュニティ像の確立に向けた取組の推進 

○ 家庭 ○ 子どもの多様な居場所の連携と進化

4 いのちを育て・守り・支える

基本施策（関連等） ○ 妊娠期から子育て期にわたるまで切れ目のない支援体制の整備 

○ ＊読書活動の充実 ○ 未病を改善する取組と連携した市民の健康増進活動（運動・食）の促進 ・ 質の高い教育

質 ＊情報教育の充実 ○ 地域包括ケア体制づくりとケアタウン構想の推進

・ 家庭教育支援

○ まちづくりの目標 １ いのちを大切にする小田原

政策分野 (3) 子育て・教育 ・ 幼児教育・保育の質の向上

○ 質 施策

質

実施事業 予算事業

確かな学力向上事業 1

豊かな心の育成事業

質 健康・体力づくり推進事業

家庭 学校保健充実事業

教職員指導力向上事業

郷土学習推進事業

学校給食事業 2

家庭

幼保 地域一体教育推進事業

いのちを守る教育推進事業

＊子育て支援の充実 3

支援教育推進事業

登校支援事業

＊学校ＩＣＴ化の推進 児童生徒指導充実事業

質 教育相談等充実事業

家庭 就学支援事業 4

幼稚園教育推進事業

スクール・サポート・スタッフ配置事業

＊子育て支援の充実 学校施設整備事業

質 ＊防災教育の充実 教材・教具整備事業

家庭 ＊家庭教育への支援

20 歴史資産の保存と活用

1 史跡小田原城跡などの整備 主な個別計画

○ 子どもの命を最優先に守ります。 質 2 文化財の保存と活用 ・

3 博物館構想の推進 ・

○ 地域ぐるみで、子どもを育てます。 4 歴史都市としてのまちづくりの推進 ・

①歴史資産の保存と活用 21 文化・芸術の振興 新

○ 互いに信頼しあえる関係を築きます。 ②文化・芸術の振興 1 市民文化創造の支援 新

③生涯学習の振興 2 芸術文化創造拠点の整備 新

④生涯スポーツの振興 3 小田原ゆかりの文化の保存と活用 新

4 文化交流の推進 新

22 生涯学習の振興 新

1 多様な学習の機会と情報の提供 新

新しい学力・学習調査、STEAM教育 2 郷土についての学びの推進 新

GIGAスクール構想 3 学んだ成果を生かす環境づくり ・

新しい学校づくり推進基本方針 4 図書館の機能と役割の充実 新

23 生涯スポーツの振興 ・ 小田原市博物館基本構想

計画の改定 1 身近にスポーツを楽しむ暮らしの実現 ・

計画への反映 2 地域でのスポーツ活動の支援 ・

3 スポーツ活動を支える環境づくり ・

・

公私幼保での取組基盤の構築 ・

基本計画の策定 ・

公立組織統合・人事一本化

「新たな学び」の実現に向けた取組

ＩＣＴ教育

新しい学校づくり

2030ロードマップ（先導的な取組）

教

　

　

育

家庭教育支援 実態調査（子どもの生活・家庭教育）

（仮称）家庭教育支援条例の制定

幼児教育・保育の

質の向上

公私幼保が連携した質の向上の取組

公私幼保施設の再編・整備

幼保一体化の取組・働き方改革

教育大綱・教育振興基本計画・子ども・子育て支援事業計画

資料４

教育大綱・学校教育振興基本計画・総合計画の体系

第6次総合計画 「世界が憧れるまち“小田原”」 

まちづくりの基本的な考え方

生活の質の向上 地域経済の好循環 豊かな環境の継承

学ぶ力
＊共に学び共に育つため
の教育の推進多様性を認め、活かしていく教育のまちづ く り

おだわらっ子の約束の推進 ①おだわらっ子の約束の普及と
実践

推進エンジン（体制）…公民連携・デジタル技術の活用

一人ひとりの命を尊重し、豊かに伸ばすひとづくり

公民連携

学校教育振興基本計画

3 健やかな体

詳細施策 詳細施策

基本施策

①学力向上の推進

②学習指導の充実

公民連携

2人生100歳時代の生涯学習社会におけるひとづくり（案） 豊かな心

重点方針

地 域 ぐ る み で 取 り 組 む 教 育 環 境 づ く り

1

デジタル技術の活用 ①情操教育の充実

②道徳教育の充実

＊共に学び共に育つため
の教育の推進

③人権教育の充実

④読書活動の充実

⑤児童生徒指導の充実

①学校体育・部活動の充実

②食育の推進、学校給食の充実

5
＊おだわらっ子の約束の
普及と実践

地域学校づくり

③教育課題を明らかにする調査・研究の推進

④教育課程の改善・充実

⑤共に学び共に育つための教育の推進

⑥家庭への支援

13 学校教育の充実  施策 11 教育

生きる土台としての「確かな学力」、さまざまな人との関わりや体験

活動などを通して得られる「豊かな心」、生涯を通して運動やスポー

ツに親しむことができる「健やかな体」の育成に努めます。

④情報教育の充実

⑤防災教育の充実

⑥安全教育の充実

①家庭教育への支援

②家庭学習の推進

①幼児教育の充実

③学校保健の充実

①子育て支援の充実

②キャリア教育の充実

③環境教育の充実

ふるさとへの愛

学校教育

夢への挑戦
教育環境整備

デジタル技術の活用

②幼保一体化の検討

①教職員の資質の向上

②子どもと向き合う時間の確保

主な取組

おだわらっ子の約束

4

＊子どもの居場所づくり
の推進

1
社会を生き抜く力を育
む教育活動の推進

教育活動

生活力
デジタル技術の活用

小田原市の目指す子ども像

スーパーシティ構想

未

来

を

創

る

た

く

ま

し

い

子

ど

も

自ら考え表現する力

2 小田原の地ならではの
教育の推進

小田原市の教職員の働き方改革に関する指針

小田原市子ども・子育て支援事業計画

子どもの育ちを支える姿勢

「命・地域・信頼」

9
教育施設環境

小田原市学校教育振興基本計画（改定）

小田原市教育大綱（改定）

小田原市いじめ防止対策基本方針

8
5
安全・安心で快適な教
育環境の整備

スーパーシティ構想①地域とともにある学校づくりの推進

②小田原のよさ（特性）を生かした学習の推進

③子どもの居場所づくりの推進

①教育環境の整備

②学校ＩＣＴ化の推進

③学校安全の充実

④災害対策の強化

質の高い教育

第三次小田原市子ども読書活動推進計画

小田原市図書施設・機能整備等基本方針

小田原市スポーツ振興基本指針

『史跡小田原城跡本丸・二の丸植栽管理計画』運用指針

史跡小田原城跡本丸・二の丸植栽管理計画

（仮称）文化によるまちづくり条例の基本計画

史跡小田原城址保存活用計画

公民連携

今後の公立幼稚園のあり方に関する基本方針

小田原市学校施設中長期整備計画（案）
10

歴史・文化・生涯学習

⑦教育委員会の機能の充実

⑧情報提供の充実

家庭教育

命を大切にする心
公民連携

6
＊共に学び共に育つため
の教育の推進就学前教育

3

小田原市学校給食センター整備基本構想

地域とともにある学校
づくりの推進

健やかな心と体

7

⑨市長部局との連携強化

きめ細かな教育

＊子どもの居場所づくり
の推進

先導的な取組（2030ロードマップ）

教育

（仮称）小田原市立幼稚園の園児数減少への対応指針

（仮称）小・中学校新しい学校づくり推進基本方針

（仮称）小・中学校新しい学校づくり基本計画

（仮称）小・中学校新しい学校づくり整備基準

コミュニティ・スクール

国際化・グローバル化

国際化・グローバル化

4 きめ細かな教育体制の
強化

個別事業


























